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新
刊
紹
介

間
寧
編
『
西
・
中
央

ア
ジ
ア
に
お
け
る
亀

裂
構
造
と
政
治
体
制
』

間　

寧

こ
れ
ま
で
開
発
途
上
国
の
政
治
社
会
の

分
析
の
多
く
は
、
民
族
、
宗
教
、
地
域
な

ど
に
依
拠
す
る
社
会
的
差
異
が
潜
在
的
に

は
体
制
の
不
安
定
要
因
で
あ
る
と
議
論
し

て
き
た
。
し
か
し
、
民
族
、
宗
教
性
、
地

域
性
な
ど
の
多
様
な
区
分
軸
が
社
会
に
存

在
し
て
も
、
民
主
主
義
体
制
ま
た
は
権
威

主
義
体
制
が
比
較
的
安
定
的
に
維
持
さ
れ

て
き
た
国
々
が
、
た
と
え
ば
西
・
中
央
ア

ジ
ア
地
域
に
は
存
在
す
る
。

な
か
で
も
ト
ル
コ
、
イ
エ
メ
ン
、
シ
リ

ア
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
で
は
過
去
一
○
年
間

以
上
、
既
存
の
政
治
体
制
を
揺
る
が
す
よ

う
な
紛
争
や
暴
動
は
起
き
て
い
な
い
。
こ

れ
ら
の
国
々
に
お
い
て
、
上
述
の
社
会
的

差
異
は
政
治
体
制
を
ど
の
よ
う
に
規
定
し
、

他
方
、
政
治
体
制
は
そ
の
社
会
的
差
異
の

潜
在
的
な
分
裂
効
果
を
ど
の
よ
う
に
減
殺

し
よ
う
と
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

本
書
は
亀
裂
（cleavage

）
と
い
う
概

念
を
用
い
て
、
西
・
中
央
ア
ジ
ア
諸
国
、

特
に
ト
ル
コ
、
イ
エ
メ
ン
、
シ
リ
ア
、
カ

ザ
フ
ス
タ
ン
の
社
会
構
造
と
政
治
的
安
定

性
の
関
係
を
考
察
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
る
。
亀
裂
と
は
、
①
社
会
人
口
的
属

性
と
②
価
値
観
を
共
有
す
る
と
と
も
に
、

③
組
織
的
表
現
形
態
を
持
つ
社
会
集
団
間

に
発
生
す
る
社
会
的
区
分
軸
と
定
義
で
き

る
。
亀
裂
と
い
う
概
念
の
利
点
は
、
個
々

の
国
に
つ
い
て
、
ど
の
社
会
的
差
異
が
政

治
的
重
要
性
を
持
つ
か
を
相
対
的
に
論
じ

ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

上
記
四
カ
国
の
代
表
的
な
亀
裂
は
、

「
中
心
対
周
辺
」
亀
裂
、
地
域
的
亀
裂
、

民
族
的
亀
裂
な
ど
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
亀

裂
は
、
社
会
的
差
異
の
単
な
る
言
い
換
え

で
は
な
い
。
そ
れ
は
、
こ
れ
ら
の
亀
裂
を

形
成
す
る
集
団
が
、
①
新
興
政
党
を
結
成

す
る
、
②
植
民
地
期
に
少
数
派
登
用
・
自

治
権
付
与
な
ど
の
待
遇
を
受
け
る
、
③
国

家
管
理
の
民
族
団
体
に
加
盟
す
る
な
ど
に

よ
り
、（
自
律
的
ま
た
は
他
律
的
に
）
組

織
的
に
固
定
化
し
て
い
る
こ
と
に
あ
る
。

本
書
の
結
論
は
、
政
治
的
安
定
を
維
持

す
る
上
で
、
亀
裂
構
造
（
よ
り
一
般
的
に

は
社
会
構
造
）
を
政
治
体
制
に
反
映
さ
せ

る
方
法
と
さ
せ
な
い
方
法
の
二
つ
が
あ
る

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
政
治

体
制
が
民
主
主
義
的
か
否
か
に
よ
り
、

「
反
映
」
を
主
導
す
る
主
体
は
異
な
る
の

で
（
前
者
で
は
政
党
制
、
後
者
で
は
支
配

体
制
）、
以
下
で
は
各
論
を
体
制
別
に
見

て
い
こ
う
。

民
主
主
義
体
制
で
は
、
ま
ず
ト
ル
コ
の

よ
う
に
、
亀
裂
構
造
が
そ
の
ま
ま
政
党
制

に
反
映
さ
れ
る
と
亀
裂
集
団
と
政
党
の
間

に
安
定
的
な
関
係
を
築
く
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
章
（
間
寧
）
は
、「
周
辺
」
の
特
性

を
持
つ
有
権
者
と
そ
の
支
持
政
党
の
関
係

を
ミ
ク
ロ
、
マ
ク
ロ
・
デ
ー
タ
を
用
い
て

分
析
し
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
ま
で
一
括
り

に
論
じ
ら
れ
て
い
た
「
周
辺
」
が
、
価
値

観
や
支
持
政
党
の
上
で
も
イ
ス
ラ
ー
ム
宗

教
性
と
ク
ル
ド
民
族
主
義
に
構
造
分
化
し
、

亀
裂
構
造
反
映
が
さ
ら
に
進
ん
で
い
る
こ

と
を
明
ら
か
に
し
た
。

次
に
、
イ
エ
メ
ン
の
よ
う
に
、
特
定
の

亀
裂
勢
力
が
優
勢
の
場
合
、
他
の
亀
裂
勢

力
を
も
取
り
込
む
よ
う
な
政
党
制
を
形
成

す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
第
三
章
（
松

本
弘
）
は
、
イ
エ
メ
ン
内
戦
後
に
政
治
均

衡
が
北
側
の
圧
倒
的
有
利
に
転
じ
る
と
、

与
党
国
民
全
体
会
議
の
影
響
力
が
全
土
に

浸
透
し
、
内
戦
前
に
見
ら
れ
た
地
方
間
対

抗
軸
の
政
党
制
へ
の
反
映
度
合
い
が
低
下

し
た
こ
と
を
見
い
だ
し
た
。
そ
し
て
、
与

党
が
包
括
政
党
化
す
る
中
、「
中
心
対
周

辺
」
亀
裂
が
新
た
な
政
治
軸
と
し
て
台
頭

す
る
可
能
性
を
指
摘
し
た
。

他
方
、
権
威
主
義
体
制
の
場
合
、
一
つ

に
は
、
特
定
の
亀
裂
を
軸
に
し
て
国
民
を

内
包
ま
た
は
排
除
す
る
と
い
う
方
法
が
あ

る
。
第
四
章
（
青
山
弘
之
）
は
、
シ
リ
ア

の
体
制
が
、
ア
ラ
ブ
対
ク
ル
ド
の
民
族
的

亀
裂
に
起
因
す
る
社
会
的
差
別
を
政
治
制

度
上
で
合
法
化
・
正
式
化
す
る
こ
と
に
よ

り
、
潜
在
的
不
安
定
要
因
を
抑
え
込
ん
で

き
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
た
だ
し
こ

の
方
法
が
可
能
だ
っ
た
の
は
、
排
除
の
対

象
と
な
っ
た
ク
ル
ド
民
族
が
全
人
口
の
一

割
弱
と
比
較
的
少
な
い
こ
と
に
も
よ
る
。

権
威
主
義
体
制
で
も
民
族
的
亀
裂
を
統

合
的
に
内
包
し
て
い
る
の
は
、
第
五
章

（
岡
奈
津
子
）
に
見
る
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
で

あ
る
。
基
幹
民
族
（
カ
ザ
フ
人
）
以
外
の

民
族
が
人
口
の
ほ
ぼ
半
数
を
占
め
る
こ
の

多
民
族
国
家
に
お
い
て
、
体
制
は
民
族
エ

リ
ー
ト
の
統
制
（
抑
圧
と
懐
柔
）
に
よ
り

多
民
族
の
「
融
和
」
を
作
り
出
し
て
い
る
。

そ
の
中
心
的
役
割
を
果
た
す
カ
ザ
フ
ス
タ

ン
諸
民
族
会
議
は
、
ほ
ぼ
す
べ
て
の
民
族

団
体
を
統
合
し
た
。
そ
し
て
非
カ
ザ
フ
民

族
に
対
し
て
も
役
職
配
分
や
民
族
意
識
配

慮
な
ど
に
よ
り
体
制
恭
順
を
促
し
て
い
る
。

最
後
に
、
上
記
の
亀
裂
の
「
反
映
」
方

法
が
一
般
的
な
政
治
的
安
定
の
処
方
箋
で

あ
る
と
主
張
す
る
つ
も
り
は
な
い
。
む
し

ろ
本
書
の
意
図
は
、
各
国
多
様
な
亀
裂
構

造
な
い
し
政
治
体
制
を
前
提
と
し
た
上
で
、

各
国
の
現
実
的
な
体
制
維
持
・
安
定
方
法

が
ど
の
よ
う
に
規
定
さ
れ
て
い
る
か
を
示

す
こ
と
に
あ
っ
た
。
民
族
や
宗
教
の
差
異

で
は
な
く
、
差
異
の
組
織
化
あ
る
い
は
取

り
込
み
方
が
、
政
治
的
競
争
や
支
配
の
構

図
を
左
右
す
る
こ
と
の
実
証
例
を
提
示
で

き
た
と
す
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

（
は 

ざ
ま　

や
す
し
／
ア
ジ
ア
経
済
研

究
所
地
域
研
究
セ
ン
タ
ー
）


